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　伊賀市議会議長　様

　　直しに賛意を表するが、治水が見えない。

○防災対策について

　・９月の台風18号で40ヘクタール中、７ヘクタールに土砂が流入した。遊水
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・

提 言 等

　平成２６年　３月１３日
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出 席 議 員
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記 録 者

報　　告　　書
　平成２６年１月２０日（月）　１８時００分 ～ １９時２０分

　小田町住民自治協議会

　小田地区市民センター

　上田宗久、田中　覚、田山宏弥、安本美栄子

　田山宏弥

　田中　覚

　安本美栄子

名

○ダムについて

　・平成25年３月から５回にわたりダムの検討会があった。９月の台風18号で

　　治水問題が改めて浮上した。北部活性化懇話会の要望に、利水は一定の見

　　地の整備を急いでいただいているが、特に堤防は台風前（７月頃）までに

　　完成されたい。

　・内水対策として、排水ポンプ能力等の整備の対策を望む。

○その他の要望

　・小田には竹の道（ウォーキングトレイル）がある。月に一度清掃作業を地

　　域でしている。市も道にかぶっている竹の伐採等の手入れをして欲しい。

　　　　議会報告会実施要綱第１０条第１項の規定により提出します。

　　　　平成２５年度議会報告会４班

　　　　　　代表者　　上田　宗久



開 催 日 時 議会報告会４班

自治協議会名

　　　　報　　告　　書（別紙）
平成２６年１月２０日（月）

　小田町住民自治協議会

庁舎整備
について

主な意見
・

提言等

・民主的な意見聞き取りの中で判断して欲しい。

・庁舎整備特別委員長の中間報告において、「庁舎は四十九町で南庁舎を取り

　壊す」となっていたが、説明をして欲しい。

・庁舎は100年は耐用するといわれている。公共事業は100年耐用する建物を建

　てるべきである。倉敷市の市役所が美術館になった。

・中心市街地活性化基本計画におけるコンパクトシティの考え方と四十九町へ

　の移転は矛盾する。四十九町のインフラ整備のコストパフォーマンスについ

・庁舎問題は住民投票にできないのか。

医療の充実
について

主な意見
・

提言等
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・

　て説明して欲しい。

・国、県の補助金は出るのか。

観光の推進
について

主な意見
・

提言等
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